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Ⅴ アウトカム項目

｢グループホームほのぼの｣は､相鉄線三ツ境駅から神奈中バスで阿久和バス停下車
徒歩５分の原小学校が道路を挟んで隣接した静かな住宅街の一角にあります。利用
者は緑豊かな環境の中で、住み慣れた自宅のように安心して生活しています。
＜優れている点＞
理念の｢自信や笑顔に繫がる生活を目指す｣を実現するため､利用者に｢地域の盆踊り
大会では櫓の上で手本になって踊る｣という目標(役割)を持ってもらったり、｢出来
る事を失わせないケア｣方針に則って外出支援などの支援業務を実践しています。
その結果､平成２５年度の盆踊り大会では利用者全員が櫓の上で踊る事ができ､利用
者が目標達成と自信と笑顔のある生活を味わうという成功体験を実現しています。
＜工夫点＞
個人別ファイルに実施する支援計画を記載した支援計画(２)を日々のケア記録ペー
ジに挟み込む事により､支援計画通りに支援が行われたかを検証しやすくしていま
す。また、ホーム内で開設当時から犬を飼い、犬がホームの一員として利用者の日
常生活を和ませています。｢より良いホーム作り｣と現状とのギャツプを把握し､｢行
きたいところに行ける｣という目標(課題)に向けて､アイディアを出し合い改善に取
り組んでいます。

当ホームは平成16年に開所し、その後、平成21年に法人換えがあったものの職員や利
用者様はそのままなので馴染みの関係から、今では家族同然の関係が築けています。
又、職員もベテランから中堅、若手と揃い、互いに協力し合って利用者様に満足して
いただいています。医療連携もしっかり整い、安心して暮せる元気で明るいホームで
す。又、個別支援にも力を注ぎ「出来る事を失わないケア」の実践と共に、ホーム内
外で活躍の場を設け、時には利用者様が主導で地域に働きかけたりもします。地域の
盆踊りでは櫓の上で手本になって踊り、昨年度の目標を達成しました。お隣の原小学
校との交流も盛んで、訪問は8年にも及び、時には先生が踊りを習いに来られれるな
ど、まさにホームの理念に基づいた地域密着型を実践するホームです。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護

56 ～ 68

）

神奈川県横浜市瀬谷区阿久和東4-32-3
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Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

15 ～ 22

自己評価項目

 1 ～ 14

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームほのぼの

のぞみ

 事業所名

 ユニット名

株式会社フィールズ



グループホーム　ほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

入職時に理念を理解してもらい、理念
に添ったケアを行うことの確認をして
います。その後、問題点が出た時に
は、その都度ミーティングを行い、意
思を確認し、改善すべき点は速やかに
改善しています。

法人の理念に基づきグループホームの
運営理念を定めています。職員が頼り
になれる人だと利用者から思ってもら
える支援を実践して、｢支え合い、学
び合い、より厚い信頼関係を育てま
す」という理念の実現に取り組んでい
ます。

アイシマ主催のふれあいまつりには、
ご近所の方が来てくださり、ホームも
地域の敬老会、運動会にも参加し盆踊
りは一緒に踊ります。原小２年生が授
業の一環として訪れ交流を持ったり、
ほのぼの恒例の新年会は近所の方も参
加され盛大に行われてます。

町内会に加入し、地域の敬老会などの
イベント情報を収集し参加していま
す。近隣の小学校２年生との交流会や
小学校の運動会に参加、ホームのイベ
ントには近隣の人が多数参加し、利用
者もここでの居住環境はよい環境だと
感じて生活しています。

　

原小学校の生徒さんには学習の成果の
発表の場として提供させていただいた
り自治会関係の方には高齢者や認知症
への理解を深めたり、支援の方法の発
信を行っています。又、地域の踊り
「瀬谷音頭」などは舞台の上で踊り、
地域の方々へ普及活動をしました。

　

運営推進会議での意見は多いに参考に
させて頂き、また、今後の課題に対し
ては前向きに取り組んでいます。会議
では、利用者の活動の幅が広がるよう
に協力や支援をお願いしています。
又、運営推進会議を家族会に合わせて
行い、家族に紹介させて頂きました。

運営推進会議は、年６回奇数月に開催
し、メンバーは自治会長･民生委員･地
域包括支援センター･利用者及び家族･
職員で構成しています。｢よいグルー
プホーとの地域評価が定着｣などの意
見交換が行われ、内容は報告書で区担
当課に報告しています。

運営推進会議にて地域包括センターの
職員に利用者の実情を見て頂き、ご相
談や意見をお聞きしホームの運営に役
立てています。又、昨年度、区職員と
協力して立ち上げた、瀬谷区地域密着
型サービス連絡会の連携も継続してい
ます。

平成２４年３月に区職員と協力して立
ち上げた瀬谷地区地域密着型サービス
連絡会では、運営上の情報交換を主体
に協議をしています。地域包括支援セ
ンターの職員が来所した際は、相談や
｢おやつ｣などについての参考意見を聞
き、運営に役立てています。

株式会社フィールズ



グループホーム　ほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

管理者や職員は、内外の研修で学び、
ホーム内でも研修を重ね、常に自分達
のケアはどうか、ミーティングを行っ
ています。又、互いのケアについて、
気軽に意見が言えて、防止につとめる
よう徹底しています。

当ホームは如何なるときも身体拘束は
行いません。職員間のミーティングで
日々のケアを見直し、何気ない行為が
身体拘束になっていないかなど意見交
換をして確認を行っています。又、開
所当初から鍵をかけないホームとして
運営を続けて来ました。

ホームでは｢認知症の人をケアする人
に求められること｣｢認知症グループ
ホームの倫理綱領｣｢行動指針｣などを
定め、ミーティングや勉強会等で職員
に周知徹底を図るとともに、何気ない
行為が身体拘束になっていないか意見
交換をして記録しています。

ご家族の方には、訪問時や家族会で何
でも言っていただける雰囲気作りに努
め、こちらから声をかけ、互いに利用
者を支え合い「より良いホーム作り」
を目指し、意見が出ればミーティング
を行い反映させています。

職員は来所した家族や家族会などにお
いて、笑顔で丁寧に応対して意見や要
望を聞いています。家族や利用者から
｢良くして貰っているので要望などな
いです｣｢ありがたいと思っています｣｢
食事が美味しい｣など好意的な意見が
大勢を占めています。

研修を行ったり、折に触れ制度につい
て説明を行っていますが、入職間もな
い職員は理解するまでにはいたってい
ません。これからも理解が深まるよう
に機会あるごとに話し合うように務め
て参ります。

一人ひとり丁寧に時間をかけ、納得い
くまで説明しています。また、ご家族
の不安や、ケアに対する希望も伺い、
疑問があれば納得するまで説明に務
め、互いに理解、納得の上契約に至っ
ております。

株式会社フィールズ



グループホーム　ほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

月１回の法人の勉強会への参加やグ
ループホーム連絡会の研修会、連携病
院の研修への参加など研修参加への機
会の確保や参加実績があります。職員
も積極的に参加しています。又、資格
取得の支援も活発で、本年４名が介護
福祉士資格に挑戦しました。

各ユニットごとに話し合いをもち、運
営や日々のケアに反映させています。
又、職員が意見を言いやすい雰囲作り
を心がけ、新人、ベテラン職員の区別
なく意見を言ってもらい風通しの良い
運営を目指しています。

月１回ミーティングを実施し､その後
各ユニットでケアカンファレンスを行
い運営に関する職員の意見や提案を聞
いています。夜間の排尿に問題がある
利用者には､１日の水分摂取する時間
帯を前にずらし､夜間は職員が声かけ
をするなど反映し、解決に繋げていま
す。

ミーティングや勉強会を月１回以上行
い意見を聞いています。利用者のケア
に関してはもちろん、職員の個々の事
情を把握、解決に努めています。又、
職場環境には気を配り、希望を持って
働けるように整備も行い、資格取得の
ための相談にも乗っています。

事前面談により、生活状況はもとよ
り、本人の不満や希望、求めているこ
とを理解するように努力をしていま
す。時には、本人がここに来ることを
自分から望まれるまで待つこともあり
ます。又、体験通所を一週間位され、
慣れてから入所された方もいます。

連絡会を通じ、交換研修やスタッフ研
修を設けて、サービスや質の向上に取
り組んでいます。また、個人的にも同
業者と交流を持ち、ネットワーク作り
をし瀬谷区地域密着型サービス連絡会
の年４回の会合では意見交換を行うな
ど交流を図っています。。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

これまでの経緯をゆっくりと聞いてあ
げることによってご家族は安心され、
家族の希望や家族間の意見の違いなど
もオープンに話してくださいます。そ
れを受け止め次の段階に繋げていま
す。

柔軟な対応をとりつつ、時によっては
他の事業所のサービスにつなげたり、
改善に向けての支援の提供も行ってい
ます。

ラッキョウ漬けや料理の下ごしらえ、
洗濯物をたたんだりなど、日常の関わ
りの中で自然と学び、共に支えあう関
係作りや入居者の昔話などの会話を通
じて、職員自ら学ぶ関係を築くように
しています。

当ホームの理念にもあるように、家族
との結びつきを大切にしています。ど
んな小さな変化でもお伝えすることを
心がけ、家族と同じ思いで支援してい
ることを伝えることにしています。
又、ホームの行事に家族も参加してい
ただき協力体勢を強化しています。

一人ひとりの生活環境を尊重し、地域
にいる馴染みの友人や知人に訪問して
もらったり、継続的な交流ができるよ
うに支援させていただいてます。

利用者と地域の人との散歩中での会話
や訪ねてきた人の来所名簿などから、
利用者一人ひとりの馴染みの人を把握
しています。馴染みの人が単身住まい
の場合､安否確認を兼ねて出向いて来
所をお願いするなど、関係が継続する
よう支援しています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

サービス利用が終了した家族の方とも
交流を持ち、情報を交換したり利用者
を紹介していただくこともあり、関係
が途切れないように努力しています。

みんなで仲良く過ごす時間や、気の合
う人同士で仲良く過ごせるように気配
りし、その場面作りを働きかけていま
す。又、互いに協力して行う家事活動
や、手助けをし合うなど良い関係作り
ができています。

入居者との日々の係わりを通して、入
居者一人ひとりの希望や意向の把握に
努めてます。介護記録は、入居者様の
言葉をそのまま記録するようにし、
又、時間が許す限りお話をし、思いや
意向に耳をかた向けるようにしていま
す。

利用者一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向を日々の暮しの中で把握に
努め、合わせて家族からのこれまでの
暮らしと現状などの情報から把握して
います。情報はアセスメントシートに
記録し､ケア方針に基づき課題･問題設
定を行っています。

ご家族様より、入居時に詳しく情報を
いただき、さらに本人の話、又、知人
等が訪問されたときなど、生活歴や馴
染みの暮らし方等の情報を得る努力を
しています。

入居者の一日を通して出来ることや出
来ないことを見極め、一人ひとりの生
活のリズムを理解し全体像の把握に努
めています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

本人、家族、職員の話し合いの中か
ら、個々の入居者に応じた介護計画を
作成しています。特に、ご本人やご家
族の思いは充分にプランに反映させる
ように努めています。毎月１回は、一
人ひとりのケアを見直すためにカン
ファレンスを実施しています。

利用者一人ひとりのアセスメント情報
や設定した課題･問題に基づき、利用
者本人･家族･必要な関係者の意見･ア
イディアを反映して支援計画を策定し
ています。職員３名で入居時(１週間)
定期(１ヶ月､３ヶ月)のモニタリング
を行っています。

毎月のカンファレンス及び日々のカン
ファレンスにおいて課題を検討し必要
に応じて介護計画の見直しを行ってい
ます。身体状況が変化したときは計画
を見直し、内容を変更して作成してい
ます。

状況の変化や要望を把握し、ご本人や
ご家族の意向を確認しながら、必要に
応じいつでもカンファレンスが行え
て、主治医や訪問看護師の意見を反映
出来る様に務めています。

入居者様の生活の安定や広がりのため
に、地域周辺の諸施設から協力を得ら
れるように、理解を得られる働きかけ
を行っています。地域の敬老昼食会や
盆踊りなども楽しんでいます。

入居時に本人及びご家族の希望に沿っ
て主治医を決定し、必要に応じてホー
ムの協力医や希望のかかりつけ医を利
用されています。通院もご家族が困難
な場合はホームが支援しています。

かかりつけ医は希望に沿っています。
月２回精神科や内科の協力医の訪問診
療があります。また、歯科も毎週入れ
歯の調整や口腔ケアなどで訪問してい
ます。脳外科は家族が付き添い、眼
科・整形外科の通院には職員が付き
添っています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

毎週定期的に訪問看護師が来所し、気
軽に相談し健康管理や、より良い医療
活用についてアドバイスを受け、互い
に協力をしながら利用者を支援してい
ます。

早期退院に向け病院との話し合いを充
分に行い、ご家族の意向も重視し、速
やかな退院支援を行っています。又、
関連医療機関主催による講演会にも積
極的に参加し関係作りに努めていま
す。

年２回の避難訓練や消火器や通報装置
の使い方など随時訓練を行っていま
す。又、よそのホームの訓練を学びに
行き、緊張感と危機感が途切れないよ
うに努めています。

夜間想定訓練では夜勤２名と、声掛け
した近所の方数名が参加して実施して
います。タイムキーパーや写真班も手
配して点検しています。自力での避難
が難しい利用者の対応への反省と課題
を記録しています。また、誰でも調理
できるように非常食レピシも準備して
います。

特に重度化された場合のホームの対応
についての説明や同意が得られていま
す。出来るだけ早い段階でご家族への
働きかけを行い、状況の変化に応じた
繰り返しの確認を行い、ご家族の希望
に沿った支援体制をとっています。

契約時、重度化した場合の指針を説明
し、重度になった場合は改めて同意書
を交わしています。ターミナルの場合
は医師・訪問看護師・職員のチーム支
援体制を整えています。現在まで数名
の看取り介護を行っています。

マニュアルを作成し、勉強会を実施し
て対応できるように取り組んでいま
す。食事中の咽込みや、物が詰まった
ときの対応など、すべての職員が対応
処置できるように訓練を行っていま
す。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

一人ひとりの人格を尊重し、敬い、
又、プライバシーにも配慮し、言葉賭
けや接し方に充分に注意を払っていま
す。勉強会も行い互いに確認し合い向
上に努めています。

接遇については新人研修以外に年２回
実施しています。「ほのぼの」での決
まり事について、管理者の作成した
「認知症の人をケアする人に求められ
ること」などの資料を基に職員自らの
振り返りをしています。

日々、散歩の場所を選んでいただいた
り、飲みたいものを選んでいただいた
り、複数の選択肢の中から個々に選ん
で頂き、ご自身で決定する喜びを味
わっていただいてます。

レクレーションや散歩のコースなど、
その時々の気持ちを大切にし、何気な
い会話の中からその方の思いを汲み取
り、ご本人の気持ちを大切にするよう
に心がけております。

日頃から身だしなみには気をつけ、小
学生の訪問時は口紅をつけたり、服の
色合いを気にしたり、おしゃれをする
手助けを行っています。散髪も２ヶ月
に１回、白髪染めもされる方もいま
す。

食事が楽しみなものになるように利用
者同士の関係を配慮し、食卓の座席配
置にも充分に気を配り、盛り付けや片
付けも利用者と共に行い、嗜好の情報
収集に役立てています。

献立はその日に利用者と決めて職員が
調理し、配膳は各自で整えています。
食器は職員が洗いその後の片づけは毎
日順番に担っています。夏祭りの流し
そうめんやスイカ割り、大新年会のバ
イキング、月１回法人レストランでの
昼食会を楽しんでいます。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

食事や水分摂取状況を毎日チェック表
に記録し、全職員が常にわかるように
しています。体調に合わせ、おかゆや
ミキサーにするなど個々に合わせて支
援しています。又、彩りよく３品以上
は用意し、水分は１３００ｃｃ摂るこ
とを目標にしています。

毎食後、声賭けにて歯磨きを行ってい
ただき、一人では無理な方には職員が
介助しています。又、週１回の訪問歯
科の口腔ケアーも全員が受けていま
す。

排泄チェック表を活用し、排泄パター
ンを把握し、時間を見計らって誘導す
ることによりトイレで排泄できるよう
に支援しています。

トイレでの排泄を目標にしており、日
常生活の中で下肢などの筋力をつける
ため、ラジオ体操や散歩を心掛けてい
ます。夜間の排尿量が多い利用者に
は、必要な水分量を日中の摂取時間に
考慮するなど細やかな対応で安心して
睡眠がとれるように支援しています。

便秘対策として、１０時のおやつに牛
乳とバナナを召し上がっていただき、
全員が毎日、または、一日おきに便通
が見られ「便秘知らず」のホームとし
て誇りを持っています。水分量や運動
も個々に応じ取り組んでいます。

時間帯は本人の意思を尊重していま
す。又、一人ひとりのタイミングでど
のように誘えば喜んでいただけるかを
常に考えて取り組んでいます。又、あ
まり乗り気でない時には、人を替え間
隔をあけて再度お誘いもしています。

入浴は午前９時半から、午後は２時か
ら４時ごろまでに一日４人が入ってい
ます。希望者には同性介助で対応して
います。一人入浴では声掛けなどの見
守りや、辛くなったらベルを押すなど
工夫をしています。介護度の高い方は
座位を保つため２人で支援していま
す。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

活動を取り入れながら、生活リズムに
あわせて休息できるように支援してい
ます。一人ひとりの習慣や思いを大切
にして無理強いはしないように勧め、
その方のペースに合わせています。

薬局からの薬の説明書を指定の場所に
保管して内容を把握できるようにして
います。服薬時は①袋の名前の確認②
名前を呼び返事を求める（できる方の
み）③もう一度袋の名前を確認する。
以上の３段構えを徹底しています。

一人一人が洗濯物干しや、洗濯物たた
み、掃除、ゴミ出し、料理の盛り付け
食器洗いなどを通して喜びを感じられ
るように支援し、力を発揮して頂き、
職員も感謝の気持ちを伝えるようにし
ています。

天候や本人の希望、体調に合わせて散
歩、買い物等へ外出しています。買い
物などでは、職員と一緒に品物を選ん
でいます。ご家族様との外出も可能な
限りお願いし、個別支援では職員と生
け花や映画にも行かれてます。

日ごとの散歩コースは要望の場所へ積
極的に出かけています。月１回は全員
で法人レストランへ出かけ昼食やカラ
オケなどを楽しんでいます。映画鑑賞
や生け花などの個別の外出は職員が付
き添ったり家族にも協力をお願いして
います。

実際に購入できる方に関しては、職員
と共に購入しに行き、清算もご自身で
行っていただいてます。その領収書を
ホームに持ち帰って職員が小遣い帳に
記入し、ご家族に確認していただいて
います。

株式会社フィールズ



グループホーム　ほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

希望によりいつでも電話を掛けていた
だいたり、手紙・はがき等も出して頂
けるように配慮しています。家族に対
しては、電話が気軽に出来る雰囲気づ
くりに努めています。

リビングなど共用部分は特に室温･湿
度に気をつけ、換気にも留意した快適
な空間を提供しています。カーテン越
しの柔らかい日差しや、利用者と職員
の力を合わせた製作品も飾ってあり、
心地よさを感じていただいたり、ホッ
トする空間にもなっています。

ホーム内は清潔で整理整頓されていま
す。雨天時は長い廊下を歩いて運動す
る場合もあります。リビングの畳コー
ナーは洗濯物たたみ・談笑の場となっ
ています。近隣の小学生の作品や利用
者の季節ごとの行事写真・折り紙や張
り絵を展示じています。

リビングに椅子やソファーを置き、仲
の良い利用者同士でくつろげるように
配慮されています。又、ひとり静かに
過ごしたい時はそのようなコーナーを
隅の方に設けています。

本人や家族の方と相談しながら馴染み
の物や家具を選んでもらい、心地よく
過ごしていただく工夫をしています。
思い出の写真なども飾っていただいて
います。

居室は基本的に洋室ですが、和室の用
意もあります。ドアの小窓に利用者手
作りの刺し子の目隠しを付け和やかな
雰囲気が出ています。室内は馴染みの
物や写真・テレビなどを置いていま
す。季節ごとの衣類の入れ替えは家族
の協力を得ています。

建物内部は、一人ひとりが安全に自立
した生活が送れるように工夫され、職
員は常に安全に気を配り、点検や見回
りを行っています。
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成26年3月15日

事　業　所　名

（ 246-0023

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

平成26年6月8日

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

1493400178
平成21年4月1日

http://www.wam.go.jp/wamappl/hyoka/003hyoka/hyokekka.nsf/aOpen?OpenAgent&JNO=1493400178&SVC=0001096&OC=01

評  価  機  関
評 価 決 定 日

ﾕﾆｯﾄ数

平成21年4月1日指 定 年 月 日
事 業 所 番 号

平成26年2月10日

サービス種別

定　 員　 等

グループホームほのぼの

□ 小規模多機能型居宅介護

評 価 結 果
市町村受理日

株式会社　アイシマ

■

所　　在　　地

56 ～ 68

）

神奈川県横浜市瀬谷区阿久和東4-32-3

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

23 ～ 35

15 ～ 22

自己評価項目

 1 ～ 14

登録定員

Ⅴ アウトカム項目

36 ～ 55

認知症対応型共同生活介護

通い定員

宿泊定員

定員　計

平成25年度

株式会社フィールズ

251-0024 神奈川県藤沢市鵠沼橘1-2-7 湘南リハウスビル4階

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

当ホームは平成16年に開所し、その後、平成21年に法人換えがあったものの職員や利
用者様はそのままなので馴染みの関係から、今では家族同然の関係が築けています。
又、職員もベテランから中堅、若手と揃い、互いに協力して利用者様に満足していた
だいています。医療連携もしっかり整い、安心して暮せる元気で明るいホームです。
又、個別支援にも力を注ぎ「出来る事を失わないケア」の実践と共に、ホーム内外で
活躍の場を提供し、時には利用者様が主導で地域に働きかけたりもします。地域の盆
踊りでは櫓の上で手本になって踊り、昨年度の目標を達成しました。お隣の原小学校
との交流も盛んで、訪問は8年にも及び、時には先生が踊りを習いに来られるなど、
まさにホームの理念に基づいた地域密着型を実践するホームです。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

株式会社フィールズ



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームほのぼの

なごみ

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホーム　ほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

運営推進会議での意見は多いに参考に
させて頂き、また、今後の課題に対し
ては前向きに取り組んでいます。会議
では、利用者の活動の幅が広がるよう
に協力や支援をお願いしています。
又、運営推進会議を家族会に合わせて
行い、家族に紹介させて頂きました。

運営推進会議にて地域包括センターの
職員に利用者の実情を見て頂き、ご相
談や意見をお聞きし、ホームの運営に
役立てています。又、今年度、区職員
と協力し瀬谷区地域密着型サービス連
絡会を昨年立ち上げたものとして運営
に協力させていただきました。

アイシマ主催のふれあいまつりには、
ご近所の方が来てくださり、ホームも
地域の敬老会、運動会にも参加し盆踊
りは一緒に踊ります。原小２年生が授
業の一環として訪れ交流を持ったり、
ほのぼの恒例の新年会は近所の方も参
加され盛大に行われてます。

原小学校の生徒さんには学習の成果の
発表の場として提供させていただいた
り自治会関係の方には高齢者や認知症
への理解を深めたり、支援の方法の発
信を行っています。又、地域の踊り
「瀬谷音頭」などは舞台の上で踊り、
地域の方に向け普及活動をしました。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

入職時に理念を理解してもらい、理念
に添ったケアを行うことの確認をして
います。その後、問題点が出た時に
は、その都度ミーティングを行い、意
思を確認し、改善すべき点は速やかに
改善しています。

株式会社フィールズ



グループホーム　ほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

研修を行ったり、折に触れ制度につい
て説明を行っていますが、入職新しい
職員は理解するまでにはいたっていま
せん。これからも理解が深まるように
機会あるごとに話し合うように努めて
まいります。

一人ひとり丁寧に時間をかけ、納得い
くまで説明しています。また、ご家族
の不安や、ケアに対する希望も伺い、
疑問があれば納得されるまで説明に努
め、互いに理解、納得の上契約に至っ
ております。

ご家族の方には、訪問時や家族会で何
でも言っていただける雰囲気作りに努
め、こちらから声をかけ、互いに利用
者を支え合い「より良いホーム作り」
を目指し、意見が出ればミーティング
を行い反映させています。

管理者や職員は、内外の研修で学び、
ホーム内でも研修を重ね、常に自分達
のケアはどうか、ミーティングを行っ
ています。又、互いのケアについて、
気軽に意見が言えて、防止につとめる
よう徹底しています。

当ホームは如何なるときも身体拘束は
行いません。職員間のミーティングで
日々のケアを見直し、何気ない行為が
身体拘束になっていないかなど意見交
換をして確認を行っています。又、開
所当初から鍵をかけないホームとして
運営を続けて来ました。
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グループホーム　ほのぼの

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

事前面談により、生活状況はもとよ
り、本人の不満や希望、求めているこ
とを理解するように努力をしていま
す。時には、本人がここに来ることを
自分から望まれるまで待つこともあり
ます。又、体験通所を一週間位され、
慣れてから入所された方もいます。

連絡会を通じ、交換研修やスタッフ研
修を設けて、サービスや質の向上に取
り組んでいます。また、個人的にも同
業者と交流を持ち、ネットワーク作り
をし、瀬谷区地域密着型サービス連絡
会の年４回の交流では意見交換や情報
交換を行っています。

月１回の法人の勉強会への参加やグ
ループホーム連絡会の研修会、連携病
院の研修への参加など研修参加への機
会の確保や参加実績があります。職員
も積極的に参加しています。又、資格
取得の支援も活発で、本年、４名が介
護福祉士資格に挑戦しました。

各ユニットごとに話し合いをもち、運
営や日々のケアに反映させています。
又、職員が意見を言いやすい雰囲作り
を心がけ、新人、ベテラン職員の区別
なく意見を言ってもらい風通しの良い
運営を目指しています。

ミーティングや勉強会を月１回以上行
い意見を聞いています。利用者のケア
に関してはもちろん、職員の個々の事
情を把握、解決に努めています。又、
職場環境には気を配り、希望を持って
働けるように整備も行い、資格取得の
ための相談にも乗っています。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

一人ひとりの生活環境を尊重し、地域
にいる馴染みの友人や知人に訪問して
もらったり、継続的な交流ができるよ
うに支援させていただいてます。又、
単身の方でも、友人との絆が絶えない
ような支援を重ね交流が継続されてい
ます。

ラッキョウ漬けや料理の下ごしらえ、
洗濯物をたたんだりなど、日常の関わ
りの中で、それぞれ可能な限り個性に
合わせた役割を持っていただき、共に
支えあう関係を築いています。入居者
の昔話などの会話を通じて、職員自ら
学ぶ姿勢も大切にしています。

当ホームの理念にもあるように、家族
との結びつきを大切にしています。ど
んな小さな変化でもお伝えすることを
心がけ、家族と同じ思いで支援してい
ることを伝えることにしています。
又、ホームの行事に家族も参加してい
ただき協力体勢を強化しています。

これまでの経緯をゆっくりと聞いてあ
げることによってご家族は安心され、
家族の希望や家族間の意見の違いなど
もオープンに話してくださいます。そ
れを受け止め次の段階に繋げていま
す。

柔軟な対応をとりつつ、時によっては
他の事業所のサービスにつなげたり、
改善に向けての支援の提供も行ってい
ます。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

利用者との何気ない会話や、仕草の観
察に努めさらに情報を共有し、正しい
見極めが出来る様に努めています。
又、何事もお先走らず、ゆっくり見守
り、出来ること、出来ないことを正し
く見極め「出来ることを失わないケ
ア」につなげています。

利用者一人ひとりの希望や意向を把握
し、ご家族様とも話し合いに努め意向
を汲む努力をしています。個別ケアー
の実施に力を注ぎ、今年度も、生け花
や映画を見に行った方もおります。
又、記録には極力ご本人の言葉を記録
するようにしています。

入居時にご家族様より細かい情報を頂
き馴染みの暮らしが継続出来る様に努
め情報の収集・共有に努力していま
す。

サービス利用が終了した家族の方にも
時々連絡させて頂き情報交換をする
等、関係が途切れない様に努めていま
す。、「母は、もう居ないですが・・
時々は伺っても良いですか？」と言っ
ていただける関係も出来ています。

みんなで仲良く過ごす時間や、気の合
う人同士で仲良く過ごせるように気配
りし、その場面作りを働きかけていま
す。又、孤立されていると感じたとき
は職員が介入し、良好な関係か築ける
ように支援しております。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

利用者の生活の安定や拡がりの為に周
囲の地域の施設から協力が得られるよ
うに理解を拡げる働きかけをおこなっ
ています。ご近所との交流はもちろん
の事、地域の敬老会に参加しビンゴ
ゲームを楽しんだり、紙芝居のボラン
ティアさんが来て交流しています。

本人及びご家族の希望に添ったケアー
を大切にし、必要に応じてホームの協
力医だけではなく、昔から馴染みの掛
かりつけ医を利用されています。通院
も、ご家族の対応が困難な時にはホー
ムが対応しています。

日常の様子観察や実際行ったケアーを
個別記録し気が付いた事や工夫を職員
間で情報を共有する事で介護がスムー
ズに行われるよう介護計画に生かして
います。又、朝の申し送りでは、昨夜
気づいた問題もその場でミニカンファ
しケアの見直しをしています。

本人やご家族・職員と必要に応じいつ
でもカンファレンスを行える様に努
め、必要に応じ、ドクターや訪問看護
師の意見も直ぐに反映出来る体制が出
来ています。。又、家族にも協力を依
頼し、その時々のニーズに対応してい
ます。

本人、家族、職員の話し合いの中か
ら、個々の入居者に応じた介護計画を
作成しています。又、ドクターや、訪
問看護師の意見を反映させる様に努力
をしています。毎月一回は一人ひとり
のケアーを見直す為、カンファレンス
を行っています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

消防署の指導により年２回の避難訓練
をはじめ、避難経路の確認や消火器の
扱い方の訓練を行っています。今年度
も地域の方の協力で夜間想定の訓練を
行い、避難経路の再確認をすると共に
「火を出さない！」ことを意識付けま
した。東日本大震災後、災害用備蓄品
を見直し充実させましたが、今年度
は、期限切れの缶詰などの交換をして
います。

早い段階でご家族やご本人と充分に話
し合い説明を行い同意を得ています。
何よりもご本人の気持ちを大切にしつ
つ、家族と話し合い利用者様が安心し
て穏やかな終末期を過ごして頂ける様
に努めています。

マニュアルを作成し、勉強会を実施し
て対応できるように取り組んでいま
す。食事中の咽込みや、物が詰まった
ときの対応など、すべての職員が対応
処置できるように訓練を行っていま
す。

週1回の訪問時に健康上の問題点を相
談し、より良い生活が送れるようにア
ドバイスを受けています。そして、問
題が生じれば速やかに主治医に繋げて
いけるように互いに連携をとっていま
す。

入院した場合、早期退院の為の話し合
いや協力をご家族と充分に行い、医療
機関と協力し、速やかな退院支援をお
こなっています。そのためには、協力
医療機関の研修会などに参加し関係作
りに努めています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

利用者同士の人間関係に配慮し、座席
を決定し、食事の時間も楽しく過ごし
て頂ける様な工夫をしています。又、
食後の食器荒いのお手伝いは人気があ
り、希望者も多いので当番制になって
います。

その人らしくを大切に守り、その時々
の気持ちに寄り添い柔軟な対応を心が
け、決して無理強いせず、本人の気持
ちを一番大切にするよう心がけていま
す。又、今までの暮らしを継続してい
ただくために情報の収集に力を入れ、
皆で共有しています。

本人で決めれる方は本人にお任せして
います。決められない方はご家族の意
向に添うように心がけて支援をしてい
ます。散髪は定期的にされ、毛染め
や、パーマをかける方もおられます。
又、外出時には職員と色を選び、口紅
を引く支援もしています。

職員は、明るい表情で利用者と接する
ように心がけ、利用者が嫌悪感や負担
感を感じることが無いように、さりげ
ない介護の実践に努めています。接遇
についてもホーム独自の行動の指針を
設け、態度や言葉遣いなどを勉強会や
支援の場で確認しています。

散歩の場所を選んで頂いたり、飲みた
い物を選んで頂いたり複数の選択肢の
中から個々に選んで頂き、ご自分が決
定する喜びを味わっていただいてま
す。又、自己決定を働きかけたことに
より、利用者は、生き生きと生活を楽
しまれています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

毎日１回はおやつに牛乳とバナナを
摂って頂き便秘予防をしています。
又、毎日行うラジオ体操や散歩、雨の
日は室内ウオーキングなども取り入
れ、其のおかげで入居当初便秘だった
人も改善されています。

誘導の方法や、タイミングを計って誘
うことにより気持よく入浴して頂いて
ます。私たちの都合に合わせることな
くあくまでも入居者さまに合わせてお
勧めしています。又、それぞれの季節
に、菖蒲湯やゆず湯など楽しんでいた
だいております。

一人ひとりの口の中の状態に応じて、
ご自身でされる方や職員がケアーする
方などまちまちですが、それぞれの方
にふさわしいケアを心がけています。
週１回は訪問歯科が口腔ケアーを行っ
ています。

一人ひとりの排泄パターンを把握し、
時間で誘導したり声かけをし、出来る
だけトイレでしていただけるように努
力しています。又、夜間多量の失禁が
ある方には、３時のおやつの時までに
一日の必要量近くまで摂っていただ
き、夕方からは調整させていただくな
どの工夫をしています。

彩りよく３品以上配膳し、水分は１日
１３００ｃｃを目標に摂っていただい
てます。栄養のバランスやカロリー計
算は定期的に栄養士さんに見て頂いて
います。

株式会社フィールズ



グループホーム　ほのぼの
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

ご家族よりお小遣いを預かっていて、
外出時や外食時に自身で支払い領収書
をお小遣い帳に貼り、残高を確認する
支援を行っています。又、ホーム預か
りではなく、ご本人が直接手元に持っ
て管理している方もおります。

一人ひとりが役割を持ち、生き生きと
生活できるように個々を見極め支援し
ています。役割は、洗濯物干し（たた
み）、掃除や台所の洗い物、更に玄関
先のお客様のお出迎えなど多岐にわ
たっています。それに対し職員も感謝
の気持ちをお伝えしています。

天候や本人の体調や希望に合わせて散
歩、外食、買い物、さらに、時々は家
族と共に外出されています。月２回送
迎バスを利用し、音楽療法にも出掛け
る機会もあります。又、個別支援に力
を入れ生け花教室へ行ったり、職員と
墓参りや映画にも行っています。

レクレーション活動を取り入れながら
一人ひとりの生活リズムに合わせて休
息できる様に支援しています。その方
の習慣や思いを大切にして無理強いし
ないように勧めています。又、３時以
降は、夜間の安眠に備えて心を静め、
穏やかに過ごしていただけるように環
境を整えています。

薬の処方箋を指定の場所に保管をして
内容を把握出来る様にしています。服
薬時は①袋の名前を確認②名前を呼び
返事を求め（出来る方）③もう一度名
前を確認する等、３段構えを徹底して
います。

株式会社フィールズ
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

ご本人、ご家族の方と相談しながら馴
染みの物や家具を選んで貰い、心地よ
く過ごしてもらう工夫をしています。
思い出の写真なども飾って頂いていま
す。又、仏壇なども持ち込まれ、居心
地の良い居室になるように支援してい
ます。

建物内部は出来るだけ自立した生活が
送れるように工夫されています。職員
は、常に安全に配慮し点検や気配りを
しています。

季節の料理や、おやつ、ひな祭り、菖
蒲湯、クリスマス飾り等、季節感を取
り入れる工夫をし利用者様が穏やかに
過ごせるよう環境に配慮しています。
壁面のちぎり絵も職員との共作で季節
を感じて頂き、畳敷きのベンチではせ
んたくものをたたむ姿も見られます。

リビングに椅子やソファーを置き、仲
の良い利用者同士でくつろげる様に配
慮されています。ソファーで犬を撫で
ながら一緒に過ごされる利用者や犬を
介してお話が弾む利用者の穏やかな様
子もよくみっられます。

希望によりいつでも電話をかげて頂い
たり、手紙・ハガキ等も出して頂ける
様に配慮しています。ご家族に対して
は、気軽に電話が出来る雰囲気づくり
に努力し、又、友人から手紙が届いた
ときにはお礼の電話をするように支援
しております。

株式会社フィールズ



　（別紙４（２）） 事業所名　　　グループホームほのぼの

目標達成計画 作成日：　平成 　26年　　6月　29日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 19

少数ではありますが、家族アンケートの改善し
てほしいところに　「職員の事をもっと知りた
い、例えば、年齢、経験年数など」とありました
ので御家族にとって経験年数などは、知ること
により安心される事もあるのではと考え改善に
取り組む必要があると思いました。

御家族と職員との距離が縮まることにより、相
互理解が深まり、密な関係が構築され、更な
る協力が期待でき、利用者にとってより良い
介護に繋がることを目標にいたします。

職員全員の顔写真を撮り、経験年数、所持する
資格、趣味、好きな食べ物、好きなタレント、等、
アンケートをとり、ほのぼの便りに掲載します。　但
し、年齢は個人情報中の個人情報なので載せな
いことにします。又、すぐに出来る事なので早速
実施したいと考えます。。

１ヶ月

2 23

まだまだ、ご自身の行きたいところに行けない
利用者様もいらっしゃるのが事実です。

ご家族のいない方や、協力が得難い利用者
様の希望をかなえるため、職員間の連携で個
別ケアに取り組みます。。

利用者、ひとり一人にアンケートを実施し、行きた
いところを把握し、その時期や、何人の職員が必
要か、など計画を立て実行に移します。

６ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して
取り組む具体的な計画を記入します。


